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「君が代」「奉仕の理想」

米山奨学生　徐凌歓さん

入会予定者　鈴木伸一さん

　　　　　　村瀬俊孝さん

会長挨拶 伊藤豪会長

　皆様こんにちは。月日が経つのは早いもの

で、暦の上では今日はもう立春です。「もうすぐ

春ですねぇ・・・」の季節です。しかしこの2ヶ月

間、皆さん忘年会や新年会を次々とこなし、胃

も肝臓もパンク状態だと思います。私も体重が

少しも減らずに、また太ってしまいました。

　その肥満と和食の話題ですが、昨年、経済協力開発機構(OECD)

から、34カ国の成人人口の18％が肥満であると発表がありました。

肥満の定義はBMI（体重÷身長の2乗）が30以上の人です。ちなみに

我が国では、BMI25以上の人を肥満と言っています。肥満率1位は

アメリカで35.3％、2位はメキシコ、3位はニュージーランド、4位は

ハンガリー、5位はオーストラリアと続き、日本は3.6％と最下位

だそうです。これが報道されてから和食が海外で注目されるよう

になりました。

　その理由としては、日本生活習慣病予防協会が、英国の心理学者

らが、うま味の主成分であるグルタミン酸とイノシン酸には、食品を

美味しく感じさせ、食事の満足度を高める効果があることを発見し

たことを発表したからです。うま味が満腹感を得やすくなり、食欲が

抑えられることが判ったのです。グルタミン酸は、昆布・緑茶・のり

等、イノシン酸は鰹節・煮干し・クロダイ・アジ等に含まれており、全

て和食の「うま味」に使用されます。

　さらには、国連科学文化機構（ユネスコ）の無形文化遺産への「和

食」の登録や、訪日外国人旅行客の増加で日本食への関心が高ま

り、海外での日本食店急増が見受けられます。農林水産省の調べで

は、一昨年7月には88,650店舗にものぼり、2013年1月に比べ1.6

倍にもなっています。地域別では、アジアで1.7倍の45,300店、北米

が1.5倍の25,100店、欧州は1.9倍の10,550店で、オセアニア・中

東・アフリカなど店舗の数は少ないものの2～2.6倍と伸び率は高い

状態になっています。

　農林水産省は、今後の日本食を売る方向を次のように言ってい

ます。

　1つは、乱獲防止のために魚の陸上での養殖技術のさらなる向

上と、軟水で育てた和食に合う日本野菜の輸送工夫や冷凍技術の

向上。

　2つは、経済成長を望める国へ「健康志向の食文化」の売り込み。

　しかしながらその一方、日本人の食が危ぶまれているのも現実

で、マグロの漁獲量、秋刀魚の減少、うなぎについても海水温の異常

上昇だけでなく、外国の乱獲が目に余るものがあります。輸出が増え

るのを期待して喜んではいられません。

　ちなみに現在の私のBMIは28で、肥満度1です。酒が好きで、食べ

物が美味くて、よく眠れて、痩せるわけがないか・・・。

鈴木さん名古屋瑞穂RCへようこそ！歓迎します。

妻の誕生日を忘れてました。

家内の誕生日にお花をありがとうございます。

妻の誕生日、素敵なお花をありがとうございます。

2月3日は大切な妻の誕生日でした！81歳です。

今日の例会に村瀬俊孝さんを招待しました。それと、スキー同好会で

札幌テイネハイランドスキー場に行って来ました。馬場さん、山口さ

ん、湯澤信雄さん、鶴田さん、お世話になりました。

近藤雄亮さん、大変お手数をおかけいたしまして申し訳ございま

せん。ありがとうございました。

暖かくなりました。本日クラブフォーラムよろしく。

やっと今年の初ラウンドができました。ゴルフって良いですね。

関谷さん、森裕之さん、ハンディアップおめでとうございます。私も

上手くなりたいなぁ・・・

今年は八方塞がりの年廻りです。昨日、大須観音で豆をまいてきま

した。

JICAのマレーシアでの実証試験の案件が採択されました。今回は

2年間のODAです。鈴木伸一さん、ようこそ。

1月23日の新会員研修セミナーに参加しました。他のRCの方 と々

お話しができる良い機会となりました。孤軍奮闘された事務局の
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宗宮　信賢さん

岡村　達人さん

渡辺喜代彦さん

山口　哲司さん

髙村　博三さん

松波　恒彦さん

大嶽　達郎さん

八木沢幹夫さん

鈴木　淑久さん

内田　久利さん

伊藤　　豪さん

堀　　慎治さん

ニコボックス 髙原昌宏ニコボックス委員
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　＜幹事＞本日の第4回クラブフォーラムは中間決算と組織につい

てです。

　収入の部につきましては、差額の部分を見ていただければ良いで

す。△印というのが、収入の部では予算より多かったということを示

しております。大きなものだけご説明いたしますと、ロータリー財団

寄付740,280円、米山記念奨学会寄付478,000円となっておりま

す。これはマルチプルポールハリスフェローや財団の友、米山功労者

へ予定よりも多くご寄付を頂いたということになります。これは、名

古屋瑞穂RCの収入に寄与されるということではございません。

　米山奨学生受け入れということで、予算は無かったのですが受け

入れをしましたので、実績として700,000円入っておりますので収

入が増えています。ただ、実際には、奨学生にお渡しする資金ですの

で、名古屋瑞穂RCにはプラスになったという訳ではございません。

収入の部

　会計の平野です。お手元の名古屋瑞穂RC2015-2016年度中

間決算報告書（案）の資料をご覧ください。一般会計の部が前半4

ページになりまして、一番最後がニコボックスのページとなっており

ます。

中間決算報告書（案）について：平野好道会計委員長

　2ページ目、支出の部の項目を見て頂きますと、△印がついており

ますが、こちらは予算よりも実績が増えたという事で、赤字となって

おります。全国関係につきましては、予算よりも寄付が多かったとい

う事になります。これは、そのまま財団や奨学会の資金へ流れてい

きますので、名古屋瑞穂RCとしての資金にプラス・マイナスすること

はなく、赤字ではございません。地区関係で米山奨学金が実績

600,000円で差額が600,000円となっておりますが、先程申し上

げましたように収入の部で700,000円入っていて、中間期までに

600,000円支出しているということで、入ってきた資金を支出した

だけという事になっております。

　3ページ目、支出の部2ですが、特別目立ったマイナスはございま

せん。クラブ奉仕の会場関係の2,400円、青少年奉仕関係で7,000

円が若干マイナスとなっております。大きいものは、交換留学生関係

で、予算立てがない部分で支出をしましたので、217,959円を余分

に使っているということになります。

　4ページ目、支出の部3ですが、印刷費の5,122円以外では、こち

らも目立ったマイナスはございません。

　一般会計の部については、特別大きな問題はございませんで

した。

支出の部

　ニコボックスについては、皆様からの入金がございます。台北延

平RC、福岡西RCの方々がいらっしゃった関係で支出している部分

がございます。個別の支出については理事会で承認を頂いており

ます。

　大きいものとしては直前ガバナー事務所より返金という項目で

3,349,437円がございます。これは近藤ガバナーを輩出する際に

費用がいるということでニコボックスからと、一般会計で皆様の会

費に少し上乗せをして支出するということを決めて出させて頂いた

ものとなります。髙須さんからもご説明がありましたように、近藤ガ

バナーの会計が終わり、戻って来ました。この資金をどこに戻すかを

理事会でも審議いたしまして、ニコボックスへ一括して戻すこととな

りました。なので、ニコボックスにはかなり資金が貯まっている状態

になります。

　貸借対照表は現在の預金の状況を示しております。通帳の確認

は私と、監査の稲葉さんにもして頂き、問題ないというご意見を頂

いております。

ニコボックス収支計算書

　私は、名古屋瑞穂RCの平成27年7月1日より平成27年12月31

日に係る中間収支決算書及び平成27年12月31日現在の貸借対

照表について監査を行いました。

　監査の結果、これら財務諸表は上記年間の収支及び平成27年

12月31日現在の財産の状況を適正に表示しているものと認めました。

監査報告書：稲葉徹監査

第4回クラブフォーラム

梅村昌孝幹事幹事報告
・

・

・

本日13：40から第8回理事会をヒルトン名古屋4階「梅の間」にて

行います。

2月11日（木）は法定休日により休会です。

2月18日（木）13：40から第2回クラブ奉仕協議会をヒルトン名古

屋4階「梅の間」にて行います。

田中　政雄さん　亀井　直人さん　宗宮　信賢さん
馬場　將嘉さん　松井　善則さん

2月誕生日おめでとう

会員66名　出席44名  （出席計算人数46名）

出席報告

出席率　78.6％ 1月27日は補填により 90.4％

髙原昌宏出席委員

天野さん、ありがとうございました。本日ニコボックスの担当デ

ビューです。皆様のご協力をよろしく願いいたします。
髙原　昌宏さん



国際ロータリーニュース

例会のご案内

新会員イニシエーションスピーチ

髙原昌宏さん

テ ー マ

会員卓話

：

：

■来週の卓話 2月18日（木）　

マイナンバー制度とその対応

監査法人コスモス代表社員

公認会計士　富田昌樹さん

テ ー マ

卓 話 講

：
■次週の行事 2月25日（木）　

■今週 2月11日（木）　法定休日により休会

　名古屋瑞穂RC2016-2017年度の組織ということで、既に役

員、理事については承認を頂いております。

　本日は、委員長・副委員長・委員の構成案ということで、資料をお

配りしております。構成案については、理事会で承認を得ています。

次年度組織：関谷俊征副幹事

　1月15日と16日、カリフォルニア州で「ロータリー世界平和会

議」が開かれました。会場となったサンバーナーディーノは、約1カ

月半前に起きた銃乱射テロ事件の現場からそう遠くありません。

　フォンタナRC会員のジャニス・ルサーフォードさんは、私たちが

一体となって平和を築き、人びとの苦しみを和らげる必要があると

述べました。ルサーフォードさんは挨拶の後、1月15日を「サンバー

ナーディーノ郡の平和の日」とすることを宣言しました。

　この会議で、K.R.ラビンドラン国際RI会長は「政府や国連が平和

を実現してくれるのを待っていてはいけません。平和とは、社会の土

台となる草の根レベルで築かなければなりません。この会議から学

べる貴重な情報は、今後の生活の中で、地元地域で、そして世界で、

争いを防いでいくために役立つものです」とコメントしました。

　さらに、人道的支援に熱心な女優シャロン・ストーンさんも講演

し、思いやりと相互理解を育むために寛容な心をもつよう出席者に

呼びかけました。敵対する者をとりまく事情を理解できれば、対応

策もより明らかになるものとし、互いの違いを学び、受け入れあうこ

との重要性を訴えました。

　平和と紛争解決の研究や実地研修を通じて、平和構築に貢献で

きる人材を育てる「ロータリー平和フェローシップ」にもスポットラ

イトが当てられました。戦争、暴力、不寛容に対する、いわばロータ

リー最大の武器となるプログラムです。今回の会議にも数十人の

ロータリー平和フェローが出席し、ロータリー平和センターやRC

が平和にどう貢献できるかを語りました。

　今回の会議は、数多く行われている平和構築活動について、多く

の人に知ってもらうチャンスです。平和については、母国側の視点だ

けで捉えている人が少なくありません。今回のような会議は、平和

実現に向けた多くの可能性を開くものとなります。

ロータリー世界平和会議

　日本を含むどの国でも、食べるものがなくて困っている人たちが

います。空腹に苦しみ抜いた挙句、命を落とす子どもたちのニュース

を聞くたびに、自分に何ができるかと考える方もいるでしょう。

　食べ物がなくて困っている人はアメリカにも大勢おり、米国ミ

ズーリ州の一部地域に限ると、その数は6人に1人となります。

そこで、ロータリアンのスティーブ・デュールさんはある提案をしま

した。地区ガバナー就任を控え、通例の食事会ではなく、食糧バン

クへの支援を地区会員にお願いしたのです。

　その結果、会員だけでなく、RACや地元住民が競って支援を寄せ

る"フードファイト"となり、保存食4,500kg以上と寄付19,000ドル

を集める大成功プロジェクトとなりました。

　中でも、ジェファーソンシティーRCは、スーパーマーケットの外で

買い物客に協力をお願いし、約1,130kgの保存食品を集めました。

また、多くの時間をボランティア活動に捧げ、2,000ドル以上を寄付

したクラブも複数ありました。

　さらに、地域住民と力を合わせて約2,270kgのアメリカ伝統のシ

リアル菓子の梱包作業に参加。はしごに登ったボランティアが幅

4.6mの箱からシャベルでシリアルを大きな容器に移し、それをプラ

スチック容器に小分けする作業では、参加者全員が息を合わせる

必要があります。

 奉仕を大切にするRCを象徴する活動で新年度をスタートした

かったとデュールさん。この初の試みを通じて会員の結束も強まっ

たと話します。実際、地区内49クラブ中、36クラブが参加しました。

　クラブ会長のマウンテンビューRCのラリー・プライスさんは、「自

分の町に食糧バンクの世話になっている人がこんなにいるとは知ら

なかった」と語り、思い出に残る経験になったと振り返ります。

　デュールさんのガバナー就任式は、食糧バンクの作業合間の休

憩タイムという実にユニークなものでした。参加者はラフな格好で

の式典となりました。しかし、これこそ、デュールさんが思い描いてい

た就任式でした。

　「汗水流して取り組んでこそ奉仕といえます。気分も爽快になりま

すよ。これをきっかけに、クラブは今後も食糧バンクを支えてくれる

でしょう」

　食べ物のない人たちを助ける会員たちの活動は始まったばかり

です。今後の展開に期待が高まります。

米国での食料支援プロジェクト
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近 藤 茂 弘 山 口 哲 司

出 席
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会 員 選 考

堀 　 慎 治

鳥 山 政 明

梅村昌孝② 森　裕之①
亀 井 直 人 ③小串和夫⑤

鈴木淑久③

クラブ 広 報
職 業 分 類

星 野 一 郎

湯 澤 勇 生

広 瀬 弘 幸

親 睦 活 動 鈴 木 淑 久

田 中 英 雄

プ ロ グ ラム 佐 治 寬 行
R情報・研修 馬 場 將 嘉 ① 亀 井 直 人 ① 山 田 鎮 浩 ⑥ 田中政雄①天野正明⑤ 長瀬憲八郎⑤
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